






光で分子振動を読み解く



　pLEDでは、フォトニクス分野における世界トップレベルの研究
者を招聘しました。理化学研究所 平山秀樹主任研究員は
「深紫外LED研究ユニット」、電気通信大学 美濃島薫教授は
「次世代光コム研究ユニット」、理化学研究所 田中拓男主任
研究員は「メタマテリアル研究ユニット」のリーダーとして研究
プロジェクトを牽引。国際学会でもチェアを務めるトップ研究者
の参加への国内外からの注目度は非常に高く、各所から連携
のオファーも届いています。このような状況が若手研究者のモ
チベーションや本学のブランド力向上につながっていると感じて
います。

　また、ｐLEDは国内の大学では最大規模のクリーンルームや
あらゆる波長に対応できる先進の光学機器を備えています。加えて、
各フロアに研究者同士が共用・交流できるミックスラボを設置し、
つくったサンプルをすぐ測定できるようにバイオ室と光学実験室を
ドア続きにするなど、物理的に分野の垣根を取り払い研究者
同士の交流や研究のスピード感を重視する設計としました。例えば、
テラヘルツ領域の枠組みの中では見えにくい物質も、赤外領域に
切り替えてみれば新たなアプローチが可能になるように、医学と
光学、そして領域間の融合をドラスティックに推し進めていく
環境づくりに今後も取り組んでいくつもりです。
　現在、pLEDには33名の研究者が所属しており、サイエンス
マップ（右図）でもおわかりのように、あらゆる波長領域をカバー
する体制で研究に取り組んでおり、開設わずか1年ながら数多くの
学会発表・論文発表や大型予算の獲得など目覚ましい業績を
上げてきました。若手研究者を中心に先鋭的な萌芽的シーズも
生まれてきており、2020年度は研究クラスターへ多くの研究者が
応募するはずです。また、こうした研究成果をより迅速に社会実装
化するために、地域産業界とも積極
的に連携してセミナーやシンポジウム
を実施していく予定です。今後もポスト
LEDフォトニクス研究所の活動に、ど
うぞご期待ください。
















































































